
みんなの居久根ワークショップ報告

●開催日時：平成 26 年 7月 11 日（金）　18:30～20:30
●会場：仙台市市民活動サポートセンター　６Fセミナーホール
●参加者：28 名（居久根所有者、復興活動支援者など含む）
●オブザーバー：仙台市百年の杜推進課、宮城県地域復興支援課、
　　　　　　　　河北新報社、ココロプレス

●主催：特定非営利活動法人 都市デザインワークス
●後援：仙台市
●助成：宮城県「みやぎ地域復興支援助成金」

第一回 私が考える「これからの」居久根～そもそも居久根って何！？

https://www.facebook.com/minnanoigunefacebookで発信中！

●プログラム
　▶前半：居久根にまつわるレクチャー
　　　　①「居久根とは？」都市デザインワークス・榊原進
　　　　②「仙台平野の居久根を考える～環境デザインの観点から、宮城野海岸平野を例に～」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　廣瀬俊介（ランドスケイプデザイナー）
　　　　③「居久根再生モデルプランの考え方」仙台市百年の杜推進課
　　　　④「みんなの居久根のイメージ（案）について」都市デザインワークス・岡井健
　▶後半：グループワーク
　　　　前半のレクチャーでの「へぇ、なるほど！」「大切・重要」「疑問・質問」などを意見交換
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▶前半：居久根にまつわる
　　　　レクチャー

「居久根とは？」

都市デザインワークス
榊原進

「仙台平野の居久根を考える
～環境デザインの観点から、
宮城野海岸平野を例に～」

廣瀬俊介氏
（ランドスケイプデザイナー）

▶後半：グループワーク
前半のレクチャーを聞きながら
「へぇ、なるほど！」「大切・重要」
「疑問・質問」などを整理

「居久根再生モデルプランの
考え方」

「みんなの居久根のイメージ ( 案 )
について」

都市デザインワークス
岡井健

仙台市百年の杜推進課

ワークショップの様子 1
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メンバー（7名）  ：  20 代女性、20 代女性、30 代男性、40 代男性、60 代女性、60 代男性、80 代男性
ファシリテーター：田川浩司 ( 都市デザインワークス )グループワーク A班まとめ 2
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グループワーク B班まとめ 3
メンバー（7名）  ： 10 代女性、30 代女性、30 代男性、40 代女性、40 代男性、60 代男性、70 代男性

ファシリテーター　岡井健（都市デザインワークス）



メンバー（7名）  ： 20 代男性、20 代男性、30 代女性、40 代女性、50 代男性、60 代女性、60 代男性
ファシリテーター　佐藤芳治 ( 都市デザインワークス )グループワーク C班まとめ 4

・ ・



～

メンバー（7名）  ：  20 代男性、30 代男性、40 代男性、40 代女性、50 代男性、50 代女性、60 代女性
ファシリテーター　廣瀬俊介（ランドスケイプデザイナー）

・ ・

グループワークD班まとめ 5



■アンケート回答者（25名）

今回のワークショップに参加いただいた方に、感想を伺いました。

10 代：1名
20 代：4名
30 代：6名
40 代：3名
50 代：2名
60 代：7名
70 代：1名
80 代：1名

男性男性
14名14 名
男性
14 名

女性女性
11名11 名
女性
11 名

仙台市　沿岸部以外：18 名

仙台市　沿岸部：3名

大崎市：2名

東京：2名

■次回のワークショップに参加したいですか？

是非参加したい：14 名

友達なども誘って参加したい：2名

なるべく参加したい：6名

どちらともいえない：1名

その他：1名

無回答：1名

■次回のワークショップで話し合いたいテーマは？

＜現地に行く！居久根を体験する！＞

＜居久根について、より詳しく知る！＞

＜とにかく楽しめるアイディアを出す！＞

＜課題を出し合う＞

■参加者（28名）

10代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代

女性 居久根所有者男性

[ 性別 ]

[ 住まい ]

[ 年代 ]

[ 参加希望 ]

アンケート結果① 6



■自由記入欄

居久根のある地区にお住まいの方
居久根のある暮らしを続けている方

このワークショップではじめて居久根を知った方

自身で活動をされている方
（復興支援活動、植樹等の支援、子どもの遊び場など） 建築・建設・造園関係の方

アンケート結果② 7



今回のワークショップでいただいた意見を、都市デザインワークスの視点で
まとめてみました。

まとめ

知ること・調べること
体験すること

活かすこと

維持・管理について
残すこと・受け継ぐこと・震災と復興

⇒

今後に活かすポイント

大切・重要だと思ったこと「へぇー」「なるほど！」と思っ
たこと

疑問・質問

→家　「久根」→

●より詳しく知る
●実際に居久根を体験する

●すぐにできること、
具体的な活動を考える ●現地で実際にやってみる

▶居久根についての基本的な事項（成り立ち、
機能など）を伝えることができた。

▶「より詳しく知る」ことや「実際に体験する」
ことも必要との声があった。

▶居久根のある暮らしの中での魅力や気づき、
負担になっている事などを、所有者の方の
お話を基に、より深く知る。

▶その上でアイディアを出し、具体的なアク
ションプランづくりを行なう。

＜今回のワークショップについて＞

＜今後のことについて＞

●まずはここから！
「より詳しく知ること」「課題を抽出する
こと」特に維持管理の実態を把握する必
要がありそうです。

●知る事・調べる事の大切さを感じ
たという意見が多く、今回の「へぇ」
「なるほど」を引続き更に深めてい
く必要性が確認できました。

●「居久根をはじめて知った」という方の参加が目立った中で、
多くの「気づき」や「学び」を確認できました。

●現地で「実情を知りたい」「実際の居久
根を体験したい」という意見とともに、「楽
しむこと」を意識した取り組みとなる事
が大切だという事がわかりました。

●居久根の所有者だけではなく「みん
な」で取り組むための活かし方が重要
で、「自然をシェア」するといった意
識すべきキーワードも出されました。

まとめ　今後への展開 8
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